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論 文
市場価値の諸規定
—三つのモデルについて一一
東 井 正 美
本稿の目的は，マルクスが市場価値の諸規定を説明するために作成した，
＜三つのモデル＞と．このモデルを使用してなされた市場価値の諸規定につ
いて，考察することにある。
ー
マルクスは，市場価値の諸規定を説明するために，以下のごとき三つのモデ
ルをこしらえている。そのさい，つぎの仮定がおかれている。
① 三つのモデルのいずれにおいても，同一市場に供給される同種の諸商品
の全商品量は同一不変である。
R 同一市場にあるこれらの商品は，同一生産部面における三つの諸条件一
ー中位的諸条件，最悪の諸条件，最良の諸条件ー一のもとで生産されている。
③ この全商品量のうち大量をなす商品量が， いずれの諸条件—中位的諸
条件，最悪の諸条件，最良の諸条件ー一のもとで生産されているかにしたがって，
その全商品量の諸構成要素の割合 (Verhiiltnisder Bestandteile)が変化する。
諸構成要素とは，不変資本と可変資本のことである。したがって，剰余価値率
100彩の仮定のもとで，諸構成要素の割合の変化は，その全商品量に含まれて
いる社会的労働時間，総価値量の変化となる。
④ 生産された商品量の一部分が， 「時に市場から引き上げられうるという
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可能性は度外視する」1)。
マルクスの三つのモデルは，下記の通りである。
＜モデルA> 「一部面全体の生産物をなす市場に存在する」 「商品の大量
が，ほぼ同一の標準的社会的諸条件のもとで生産されて，この価値が同時に，
この商品の大量をなす個々の商品の個別的価値でもある，と仮定しよう。そこ
で相対的に小さい一部分は，この諸条件以下で，他の一部分は以上で生産され，
したがって，一部分の個別的価値は，諸商品の大部分の中位的価値よりも大き
く，他の一部分の個別的価値は，それよりも小さいのであるが，しかしこの両
極は平均されて，両極に属する諸商品の平均価値が，中位の集団に属する諸商
品の価値に等しくなると仮定しよう」2)。
＜モデルB> 「これに反して，市場に出された問題の商品の総量は，同じ
ままであるが，しかし，より悪い諸条件のもとで生産された諸商品の価値が，
より良い諸条件のもとで生産された諸商品の価値と均衡せず， したがって，ょ
り悪い諸条件のもとで生産された商品量部分が，中位の商品量にたいしても，
他方の極にたいしても，相対的に著しい大きさをなすものと仮定しよう」3)0
1) Karl Marx, Das Kapital, Bd. II, Marx-Engels-Lenin-Institut, Moskau, Dietz 
Verlag Berlin 1956, SS. 210-1. Karl Marx, Das Kapital, Bd. 25 der Werke von 
Marx und Engels, Institut fir Marxismus-Leninismus beim ZK der SED, 
Dietze Verlag Berlin 1964, SS. 194-5. 以下， KIII210-1:194-5. というように略記す
る。
長谷部文雄訳『資本論」③，『世界大思想」 <20>(河出書房， 1964年12月）版， 160
ページ。以下，長谷部訳本⑧160ページ。というように略記する。向坂逸郎訳「資本論」
第3巻第 1部（岩波書店， 1967年6月） 228-9ページ。以下，向坂訳本JII228-9ペー
ジ。というように略記する。マルクスーエンゲルス全集刊行委員会訳『資本論」④ （大
月書店， 1967年6月） 232-3ページ。以下，委員会訳本④232-3ページ。というよう
に略記する。
2) K JII208 : 192. 長谷部訳本③158ページ。向坂訳本I225ページ。委員会訳本④230ペ
ジー。
3) KJII208: 192. 長谷部訳本③159ページ。向坂訳本I225ページ。委員会訳本④230ペ
ジー。
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くモデルc> 「最後に，中位の諸条件よりもより良い諸条件のもとで生産
された商品量が， より悪い諸条件のもとで生産された商品量よりも著しく多
く，また，中位の事情のもとで生産された商品量にたいしても，著しい大きさ
をなすものと仮定しよう」曇）。
上記の三つのモデルを，マルクスは，現実に即して，どのように考えていた
のであろうか。これを解くてがかりとして，第3巻第6篇第40章「差額地代の
第2形態」における以下のごとき叙述をあげることができよう。
「本来の製造工業においては，やがて各事業部門にとっても，事業規模の固
有の最小限度が形成され，またそれに対応して，それ以下では，各個の事業部
門が成功をもって経営されえないという，資本の最小限度が形成される。同様
に，各事業部門において，この最小限度を越える，資本の標準的平均量が形成
されて，生産者の大多数が，この平均量を自由に処分せねばならず，また実際
に処分もしている。これを越えるものは，特別利潤を形成しうる。これに足り
ないものは，平均利潤も受取らない。資本主義的生産様式が，ただ緩慢に，そ
して不均等にのみ農業をとらえることは，農業における資本主義的生産様式の
古典国であるイギリスでみられうる通りである。自由な穀物輸入が存在しない
か，または，その大きさが局限されているために，その影響もかぎられたもの
でしかないかぎり，より劣等な土地で，したがって平均的な生産諸条件よりも
不利な諸条件で，作業する生産者たちが，市場価格を決定する。農業で充用さ
れる，そして一般に農業に利用されうる資本総量の一部分は，彼らの手中にあ
る」s)。
上記のマルクスの叙述から推論すれば，つぎのごとくいえるであろう。その
上段で， 「やがて各事業部門にとっても，事業規模の固有の最小限度が形成さ
4) K ill208 : 193. 長谷部訳本⑧159ページ。向坂訳本il226ページ。委員会訳本④230-
1ページ。
5) K ill727 : 689. 長谷部訳本④191ページ。向坂訳本il849-50ページ。委員会訳本⑥
872ページ。
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れ，云々」と述べられてあることからして，まず，＜モデルB>の型が形成さ
れうるといえるであろう。それから，＜モデルA>の型が形成されるといえよ
う。というのは，中段で， 「各事業部門において，この最小限度を越える，資
本の標準的平均量が形成されて，生産者の大多数が，この平均量を自由に処分
せねばならず，また実際に処分もしている」と述べられてあることから推論し
てそういえるからである。
＜モデルC>の例としては，第 1巻第 1篇第 1章「商品」（『資本論』）におい
てみられる蒸気織機の導入があげられるであろう。 マルクスは， これについ
て，以下のごとく述べている。
「イギリスに蒸気織機が導入されたのちには，一定量の糸を織物にするため
にはおそらく以前の半分の労働で足りたであろう。イギリスの手職工は，この
織物に変えるために， 実際は相変わらず同じ労働時間を必要としたのである
が，彼の個別的労働時間の生産物は，いまではわずかに半分の社会的労働時間
を表わすにすぎなくなり，したがってそれ以前の価値の半分に低落したのであ
る」8)。
以上の推論がまちがっていなければ， 本来の製造工業においては， まず，
＜モデルB>が形成されてから，＜モデルA>が形成されるであろう。＜モデ
ルC>は，生産技術の革新がおこなわれたばあいにみられる型であろう。それ
ゆえに， マルクスは，本来の製造工業における経営規模の形成順位一—-<モデ
ルB>→＜モデルA>→＜モデルC>一ーに即して，三つのモデルを考えだしたの
ではなかろうか。
もっとも，農業においては，マルクスのさきの叙述の後段において，「一般
に農業に利用されうる資本総量の一大部分」が，「より劣等な土地で，したが
って平均的な生産諸条件よりも不利な諸条件で，作業する生産者たちの手中に
ある」と述べられていることからして，＜モデルB>が典型的にみられるとい
6) K 143: 53. 長谷部訳本①38ページ。向坂訳本 151ページ。委員会訳本①53ページ。
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えるであろう。
ここでいいたいことは，マルクスは，・三つのモデルを，現実に即して，こし
らえたということだけである。
最後に注意しておくべきことは，本来の製造工業における経営規模の形成順
位―-<モデルB>→＜モデルA>→＜モデルc>――そのものは，市場価値の諸規
定とはまったく無関係だということである。
マルクスの＜三つのモデル＞を表示すれば，表I「市場価値にかんする諸規
定」となるであろう。この表示のために，つぎのことが想定された。① 同一
市場に存在する同種の諸商品の量は， いずれのばあいにおいても， 100個とす
る。② 労働の熟練， 強度および持続には相違がないものとし， これに反し
て，相異なる諸条件で充用される「労働手段と労働材料の価値」7) には相違が
あるものとしよう。③ 一つの不変な剰余価値率は，いつでも， 100彩である5
④ 「この不変部分の素材的諸要素」はいつでも一様に年間生産物にはいるも
のとする。⑥ 回転期間の相違が上の点で引き起こすことがある相違は無視さ
れている。
I 
マルクスは，市場価値の規定のしかたについて，以下の三つをあげる。
(1) 中位規定 表I 「市場価値にかんする諸規定」での「中位規定」のばあ
いには，「市場価値は，中位的諸条件のもとで生産された諸商品の価値〔120〕
によって規定されている。総商品量の価値〔12000〕は， 中位的諸条件のもと
で生産されたものも，それ以下または以上で生産されたものも含めての，すべ
ての個々の商品の価値の現実の総額〔12000=130X10+120 X80+110X 10〕に
等しい。このばあいには，この商品量の市場価値，または社会的価値ー一この
7) Kill200-1: 221-2. 長谷部訳本⑧153ページ。向坂訳本直216-7ページ。委員会訳
本④221-2ページ。
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表1 市場価値にかんする諸規定
（剰余価値率=100%)
個別的価値 商品量 価値総計 市場価値総計
（個）
130=70+30+30 10 1300=700+300+300 1200=120Xl0 
120=80+20+20 80 9600 = 6400+ 1600+ 1600 9600=120X80 
110=90+10+10 10 1100=900+ 100+ 100 1200 = 120 X 10 
100 12000=8000+2000+2000 12000=120X100 
120=8o+20+20 1 120=80+2o+20 I 120= 12000/100 
130=70+30+30 70 9100=4900+2100+2100 9100=130X70 
120=80+20+20 20 2400=1600+400+400 2600=130X20 
110=90+ 10+ 10 10 1100=900+ 100+ 100 1300=130X 10 
100 12600=7400+2600+2600 13000= 130 X 100 
126=74+26-t 26 1 126=74+26+26 I 130=13000/100 
130=70+30+30 10 1300=7:00+300+300 1100=110X10 
120=80+20+20 20 2400 = 1600 +400+ 400 2200=110 X20 
110=90+10+10 70 7700=6300+ 700+ 700 7700=110X70 
100 11400=8600+1400+1400 11000=110Xl00 
114=86+ 14+ 14 1 114=86+ 14+ 14 I 110=11000/100 
130=70+30+30 70 9100=4900+2100+2100 8820=126X70 
120=80+2o+20 20 2400=1600+400+400 2520=126X20 
110=90+ 10+ 10 10 1100=900+100+100 1260=126X10 
100 12600=7400+2600+2600 12600=126Xl00 
126=74+26+26 1 126=74+26+26 I 126=12600/100 
130=70+30+30 10 1300=700+300+300 1140=1i4x10 
120=80+20+20 20 2400= 1600+400+400 2280=114X20 
110=90+ 10+ 10 70 7700=6300+700+700 7980=114X70 
100 11400=8600+ 1400+ 1400 11400= 114 X 100 
114=86+14+14 1 114=86+14+14 I 114= 11400/100 
備考 イ．数字1は1労働時間を示し，貨幣で表現されれば1円を示す。
ロ．平均規定（その 1)は，中位規定と同じ。
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商品量に含まれている必要な労働時間一ーは，中位的大量の価値によって規定
されている」1) (〔 〕内は東井，以下〔 〕内はすべて東井）。
(2) 最悪規定 表での「最悪規定」のばあいには， 「より悪い諸条件のもと
で生産された商品量〔の個別価値 (130)〕が，市場価値または社会的価値を規
制する」2)。
(3) 最良規定 表での「最良規定」のばあいには， 「最良の諸条件のもとで
生産された部分（の価値110〕が， 市場価値を調節する。最良の諸条件のもと
で生産された部分が，市場価格を規制するのをつねとする市場の過充は，ここ
では問題外とする。ところで，われわれはここでは，市場価値と異なるかぎり
での，市場価格を取り扱うのではなく，市場価値そのものの種々の規定を，取
り扱うのである」s)。
以上の三つの諸規定にさきだって， マルクスは， 市場価値について以下の
ように説明している。
「相異なる諸生産部面の諸商品が，それらの価値どおりに売られるという仮
定は，言うまでもなく，諸商品の価値が重心となって，諸商品の諸価格はこの
重心をめぐって運動し，諸価格の不断の上昇と低落とがこの重心に平均化され
る，ということを意味するにすぎない。そのばあいさらに，市場価値 〔Mark-
twert〕ー―-これについては後に述ぺる一が，相異なる諸生産者によって生産
される，個々の諸商品の個別的価値から，つねに区別されるべきであろう。こ
れらの諸商品中の若干のものの個別的価値は， 市場価値以下であり， （すなわ
ち，その生産にかんしては，市場価値が表現するよりも，少ない労働時間が要求されてい
1) K 1Il208 : 192. 長谷部訳本⑧158-9ページ。向坂訳本1I[225ページ。委員会訳本④
230ページ。
2) K1Il208: 192. 長谷部訳本⑧159ページ。向坂訳本1I[225-6ページ。委員会訳本④
230ページ。
3) K 1Il208-9 : 192-3. 長谷部訳本⑧159ページ。向坂訳本1I[226ページ。委員会訳本④
231ページ。
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るのである。）他のもののそれは，市場価値以上であるであろう。 市場価値は，
一面では，一部面で生産される諸商品の平均価値〔Durchschnittswert〕と見ら
れるべきであり，他面では，その部面の平均的諸条件のもとで生産され，その
部面の生産物の大量をなす諸商品の個別的価値と見られるべきであろう。最悪
の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産される諸商品が市場価値を規制す
るということは，ただ異常な諸組合せ〔auBerordentlicheKombinationen〕のも
とにおいてのみ，行なわれることであって，その市場価値もやはり諸市場価格
の変動の中心をなす—と言っても，諸市場価格は同種の諸商品にとっては同
ーである。平均価値での， または， 両極のあいだにある商品量の中位価値で
の，諸商品の供給が， 普通の需要〔diegewi:ihnliche Nachfrage〕をみたすばあ
いには，市場価値以下の個別的価値をもつ諸商品は，特別剰余価値，または超
過利潤を実現するが，他方，市場価値以上の個別的価値をもつ諸向品は，その
うちに含まれている剰余価値の一部分を実現しえない」4)0
以上のマルクスの説明によって，＜中位規定＞をみればつぎのようになる。
表 Iでの＜中位規定＞のばあいには， 「平均価値〔120=12000 X 1/100〕での，
または両極のあいだにある商品量の中位価値〔120=80+20+20〕での，諸商
品の供給が，普通の需要をみたすばあいには，市場価値以下の個別的価値〔110
=90+10+10〕をもつ諸商品は， 特別剰余価値〔10〕， または超過利潤〔10〕
を実現するが，他方，市場価値以上の個別的価値〔130=70+30+30〕 をもつ
諸商品は， そのうちに含まれている剰余価値の一部分 〔10m〕 を実現しえな
しヽ」。
このばあいには， 市場価値は， 最も理想的な 「中位的平均 (der mittlere 
Durchschnitt)」的価値に合致することになるであろう。
4) K ]1[203-4: 187-3. 長谷部訳本⑧155ページ。向坂訳本]1[219-20ページ。委員会訳
本④224-5ページ。ただし，委員会訳本では，「最悪の諸条件，または最良のもとで生
産される諸商品が市場価値〔Marktwert〕を規制するということは， 云云」という<
だりでの市場価値〔Marktwert〕を，「市場価格」に改訳している。
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マルクスは，＜最悪規定＞と＜最良規定＞は「ただ異常な諸組合せ」のもと
でのみ可能である，と述ぺている。また，さきに引用した市場価値にかんする
三つの規定の叙述のあとで，マルクスは，つぎのようにも述ぺている。 「この
こと〔最悪規定のことー~東井〕が可能なのは，需要が普通の需要〔die gewohn-
liche〕を越るか，または供給が普通の供給〔diegewohnliche〕以下に下がるか
するばあいのみである」5)0
したがって，「異常な諸組合せ」とは，「需要が普通の需要を越えるか，また
は供給が普通の供給以下に下がるかするばあい」のことを意味する。または，
それは，需要が普通の需要以下に下がるか，供給が普通の供給を越えるかする
ばあいのことを意味する。
そこで，「普通の供給量」 (das gewohnliche Quantum der Zufuhr)と「普通
の需要」 (die gewohnliche Nachfrage)とについて考えなければならない。
マルクスは， 「まったく無益な細目に立ち入らないようにするために，ここ
では各特定産業部門における年再生産の量を念頭におき，そのさい，種々の商
品がもっ，市場から引き上げられて，たとえば翌年の消費のために貯えられる
という能力の大小を，度外視」して， 「市場に存在する生産物，または市場に
供給されうる生産物」を考察して，つぎのようにいう。 「一定の商品の生産に
ふり向けられる社会的労働の大きさが，みたされるべき社会的欲望の大きさに
合致し，したがって，生産された商品量が，需要が不変な場合の再生産の普通
の規模に合致するならば，商品はその市場価値どおりに売られる。諸商品の価
値どおりの交換，または販売は，諸商品の均衡のもつ合理的なものであり，そ
の自然的法則である。これから出発して，諸偏俯が説明されるべきであって，
逆に諸偏侮から，法則そのものが説明されるべきではないのである」6)0
5) K lll204 : 188. 長谷部訳本⑧155ページ。向坂訳本lll220ページ。委員会訳本④225-
6ページ。
6) K lll212-3 : 195-7. 長谷部訳本⑧161-2ページ。向坂訳本lll229-31ページ。委員
会訳本④234-6ページ。
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ここに「生産された量が，需要が不変な場合の再生産の普通の規模に合致す
るならば，云々」というばあいにおける，生産された量が現実の供給量のこと
で，「再生産の普通の規模」 (der gewi:ihnliche MaBstab der Reproduktion)が
「普通の供給量」 (das gewohnliche Quantum der Zufuhr) のことであろう。
そして，「需要が不変な場合」のというくだりでの，需要が「普通の需要」の
ことであろう。すなわち，「再生産の普通の規模」が「普通の供給量」のこと
であり，他方，「普通の供給量」に見合う需要が「普通の需要」のことであろ
う。したがって，「普通の供給量」と「普通の需要」 とは， 概念的に，一致し
ている。
この「普通の供給量」が，たとえそれらが市場において， 「商品量が不連続
量として計量されるか，連続量として計量されるかに従って，量目か個数」か
で表示されているとはいえ， 「労働の生産性の与えられた基礎のうえで，各特
殊生産部面において，一定量の商品の生産には，一定量の社会的労働時間を必
要とする」のだから，それは社会的労働時間という尺度によってはかられなけ
ればならない。「普通の需要」の量もまた，「普通の供給量」によって欲望を充
足させようとする社会部分から受取るべき等価の商品量の生産に必要な社会的
労働時間という尺度によってはかられなければならない7¥
7)この点について，高島永幹教授が以下のごとく述べられている。
「実際，市場に現われる社会の需要および供給は，一定量の使用価値に関する要求で
あり，提供であるとともに，また，すでに成立せる価値の一定量についての要求でもあ
り，提供でもある。だが，需要についていえば，それは一定量の価値に対する要求であ
るにしても，その要求は，発達した商品経済のもとにおいては，つねに，これと等価に
引き換えられるべき一定量の貨幣，つまり最も一般的直接的な交換可能の形態にある価
値の一定量をもって提示される。しかし，一定量の貨幣ないし価値としてみずからを表
明する需要も，それは，本来「社会的必要労働時間」一~社会の総労働のうちから社会
の必要とする特定商品の生産のために振り向けるぺく要求している労働時間ー一・の一定
量を意味するものである」。「他方，供給についていえば，これまた，すでに成立してい
る価値の前提のもとセは，一定量の貨幣と等価に引き換えられるべき一定量の価値の提
供として現われるが，これは，いうまでもなく，供給商品の生産上における「社会的必
32 
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この「普通の供給量」と「普通の需要」との「組合せ」 (Koi:nbination)が，
普通の組合せ (gewohnlicheKombination)であるであろう。このような普通の
組合せのもとでは，諸商品の市場価値は，平均価値に合致し，諸商品は平均価
格 (Durchschnittspreis)で，販売されるのである。これをつぎのようにも表現
できる。一定の生産部門の商品量が，その市場価値イコール平均価値で，販売
されるような比率に需要と供給とがあるような場合における需要と供給の一致
こそが，「普通の供給量」イコール「普通の需要」のことであろう。「普通の供
給量」イコール「普通の需要」のばあいには，諸商品は，その市場価値イコー
ル平均価値どおりに，または平均価格で販売されるのである。
しかしながら，需要と供給とが一致していても，この需給一致が， 「普通の
供給量」 と 「普通の需要」 との一致に， 合致しているかどうかは別問題であ
る。この点について，表I「,h場価値にかんする諸規定」において検討してみ
よう。
「中位規定」のばあいには，同一の生産部面において同種の諸商品が 100個
生産され，問題の市場へ供給され販売されている。この 100個の商品を生産す
るに必要な社会的労働時間は， 12,000労働時間である。これら商品にたいする
市場で代表された社会的欲望の大きさー需要ーもまた，12,000労働時間である。
前者が「普通の供給量」で，後者が「普通の需要」の蓋であろう。この場合に
は， 100個という個数で表示された全商品の供給量と需要の一致は，「普通の供
給量」と「普通の需要」の一致に，合致している。この合致のもとでは，市場
価値 (120労働時間）は，平均価値 (120労働時間）と一致する。そしてまた，これ
ら商品は， 120労働時間というdi場価値イコール平均価値どおりに，または120
円—1 労働時間は 1 円とする—という平均価格で，販売されているのである。
「最悪規定」のばあいには問題の生産部面で 100個の商品が生産され，問題
要労働時間」の一定量を示すものであり，かつ価値量規定要因としてのそれと同義のも
のである」。 高島永幹「マルクスの市場価値論におけるいわゆる『不明瞭な箇所」につ
いて」，茨木大『農学術報告」第8号， 1960年， 183ページ。
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の市場へ供給されて，この全商品量が13,000円という価格で購買されている。
100個という個数で表示されているかぎりでは，需要と供給とは一致している。
しかしながら，この需給の一致が，「普通の供給量」＝「普通の需要」に合致し
ているかどうかはわからないのである。供給された商品量に費やされた社会的
労働の量12,600労働時間が，再生産の普通の規模12,600労働時間に合致してい
るが，しかしこの商品量にたいする市場で代表された，充たされるべき社会的欲
望の量一一需要一ーが， 12,600労働時間という「普通の需要」を越えて， 13,000
労働時間となっている。 これは， マルクスのいう 「需要が普通の需要を越え
る」ことを意味している。または，この商品量で充たされるべき社会的欲望の
量――市場で代表された社会的欲望の量，すなわち需要ーーが不変で13,000労働時間
であったのにもかかわらず， この商品にたいしてふり向けられた労働量は，
13,000労働時間という「普通の供給量」以下で，すなわち12,600労働時間であ
ったのである。これが， 「供給が普通の供給以下に下がる」ということを意味
するものと思われる。
かく理解すれば，いわゆる「不明瞭な箇所」のIの箇所は，以下のように読
みとることができよう。
「これに反して，需要が強くて (stark), 最悪の諸条件のもとで生産される
諸商品の価値〔表Iでの最悪規定0.)ばあいでは130労働時間〕によって， 価格が規制
されても需要が収縮しないほどであれば，これらの商品〔の個別的価値130労働時
間〕．が市場価値を規制する。このことが可能なのは需要〔13,000労働時間〕が普
通の需要〔12,600労働時間〕を越えるか，または， 供給〔12,600労働時間〕が普通
の供給〔13,000労働時間〕以下に減少するかするばあいである8)」(〔〕内は東井）。
したがって，最悪規定のばあいには 100個という個数で表示されたかぎりで
の需要と供給の一致は，「需要が普通の術要を越えるか， または， 供給が普通
の供給以下に減少するかしたばあい」での需給の一致ーーすなわち「異常な組
8) Kfil204: 188. 長谷部訳本④155ページ。向坂訳本m220-1ページ。委員会訳本④
225-6ページ。
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合せ」一ーを意味するのである。
35 
表Iでの「最良規定」のばあいにも 100個という個数で表示されるかぎりで
は，問題の市場へ100個を供給し売りつくされているのだから，需要と供給と
は一致している。このばあいに，「普通の供給量」一11,400労働時間—が不変
であるにかかわらず， 需要が「普通の需要」一11,400労働時間ーー以下に下が
って11,000労働時間となったか， または「普通の需要」一ー11,000労働時間一＿
が不変であるにもかからず，商品が，「普通の供給量」一ー11,000労働時間—以
上に越えて生産されたからである。この商品量の生産に余分な労働時間が費や
されたのである。このばあいにおける 100個という個数で表現された需給の一
致は，「異常な組合せ」であるであろう。
III 
マルクスは， 「実際， まった＜厳密に言って（もちろん現実に，ただ近似的に，
非常にさまざまに変容して〔modifiziert〕現われるのであるが）」とことわってから，
いわゆる「厳密に言えば」の市場価値の規定にはいる。
(4) 平均規定（その 1) 表での「中位規定」のばあいにおけるように，「中
位の価値〔120〕によって規制される全商品量の市場価値〔12,000=120 X 100〕
は，その個別的価値の総額〔12,000=130X 10+120X 80+110 X 10〕に等しい。
もっとも，両極で生産された諸商品にとっては，この価値〔120〕 は：，それら
の商品に押しつけられた，平均価値〔120〕として現われるのである。 このば
あいには，最悪の極で生産する人々は，彼らの商品を個別的価値〔130〕以下
で売らねばならない。最良の極で生産する人々は，それ以上で売る」1)。
(5) 市場価値の規定—平均規定（その 2) 表 I の＜最悪規定（その 2)>のば
あいには，「両極のもとで生産された個別的価値量が，．平均されないで， より
1) K皿209:193. 長谷部訳本⑧159ページ。向坂訳本皿227ページ。委員会訳本④231ペ
ジー。
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悪い諸条件のもとで生産されたものが決定を与える。厳密に言えば」， 表Iの
平均規定（その 2)のばあいには， 「各個の商品の， または全商品量の各可除
部分の，平均価格または市場価値〔126〕は， いまや，相異なる諸条件のもと
で生産された諸商品の価値の加算によって，出てくる商品量の総価値(12,600〕
と，この総価値から個々の商品に割りあてられる可除部分〔126〕とによって，
規定されているであろう。かくして得られた市場価値〔126〕は， 良い方の極
に属する諸商品の個別的価値〔110〕 に比してのみではなく，中位の層に属す
る諸商品の個別的価値〔120〕 に比しても，そのうえにあるであろう。とはい
ぇ，それはなおつねに；不利な極で生産された諸商品の個別的価値〔130) よ
りも低いであろう。市場価値がどの程度までこれ〔130〕 に近づくか，または
結局これと一致するかは，もっぱら，不利な極で生産された商品量が，問題の
商品部面で占める範囲にかかっている。需要がわずかでも優勢であれば，不利
な条件で生産された諸商品の個別的価値〔130〕が，市場価格を調節する」2)。
(5) 市場価値の規定—平均規定（その 3) 「最後に第3のばあい（平均規
定（その 3)〕 におけるように」， 「有利な極で生産された商品量が，他方の極
のものに比してのみではなく，中位の諸条件のものに比しても，より大きい範
囲を占めるならば，市場価値は中位の価値 (120〕以下に下がる。両極と中位
との価値総額の加算によって計算された平均価値〔114〕 は，ここでは中位の
価値〔120〕以下にあり， そして，有利な極が占める相対的範囲の如何にした
がって，あるいは中位の価値に近づき，あるいはそれから遠ざかる。供給にた
いして需要が弱ければ，有利な条件で生産された部分が，その大きさの如何に
かかわらず，その価格を，その個別的価値〔110〕 まで収縮させることによっ
て，無理やりに場所を占める。〔＜モデルA>の場合では〕供給が需要にたい
して，はるかに優勢であるばあいを除けば，市場価値は，この最良の諸条件の
2) K皿209-10:194. 長谷部訳本⑧159ページ。向坂訳本皿227ページ。委員会訳本④
332ページ。
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もとで生産された商品の個別的価値〔110〕とは，決して一致しえない」s)。
以上の「厳密に言えば」での「平均規定」はなんのために述べられたのであ
ろうか。それについて考えてみよう。
まず第 1に言えることは，「普通の供給量」＝「普通の需要」のもとでは，大量
商品がどの生産諸条件のもとで生産されていようとも，市場価値は，平均価値
に一致して，これから偏俺しないということを指摘しようとすることにある。
第2に， 「最悪規定」における市場価値ーー130労働時間一ーが，平均価値ー一
126労働時間—に近似的であるということを証明しようとすることにある。ま
た， 最良規定のばあいにおける市場価値ー-110労働時間一ーも平均価値—114
労働時間ーーに近似的であるということを証明しようとすることにある。
ところで， マルクスは， 市場価値の規定について， つぎのように述べてい
る。 「市場価値は，一部面で生産される諸商品の平均価値と見られるぺきであ
り，他面では，その部面の平均的諸条件のもとで生産され，その部面の生産物
の大量をなす諸商品の個別的価値，と見られるべきであろう」4)。
上の市場価値規定にかんして，前半の規定と後半の規定とでは「食い迩い」
があるのではないかという疑問が，すでに，提出されている 5)。
3) Kill209-10: 194. 長谷部訳本⑧159-60ページ。向坂訳本ill227-28ページ。委員会
訳本④232ページ。
4) Kill203 :.187-8. 長谷部訳本⑧155ページ。向坂訳本ill220ページ。委員会訳本④225 
ページ。
5)この疑問を最初にだされたのはおそらく鈴木鴻一郎教授であるであろう。 「ここでの
問題は右の章句における「平均価値」の『平均』と『平均的諸条件」の『平均」の意味
がそれぞれ異るものではないかということである。すなわち前者の場合には算術平均の
意味に用いられていると考えられるに反し，後者の場合には算術平均の意味の外になお
支配的平均の意味をも容れる余地を残しているのではないかと考えられるのである……
そうなればマルクスは同じ『市場価値」という概念を二つの異った意味に用いていると
いうことにならざるを得ない」（鈴木鴻一郎「地代論論争」勁草書房， 1952年3月， 221
-2ページ。
その後，大内力教授も， 『地代と土地所有」（東京大学出版会， 1958年10月）におい
て，その食い違いに言及され，その解明につとめられている（第1章参照）。
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表Iでは，「食い違い」がないのは，「中位規定」と「平均規定（その 1)」の
ばあいにおいてだけである。これらのいずれのばあいでも，市場価値は，一面
では最も理想的な「中位的平均」価値であり，他面においては大量商品の個別
的価値でもある。いずれについてみても，諸商品は， 「中位的平均」価値どお
りに，または「平均価格」で売られているのである。
これに反して， 「最悪規定」と「最良規定」のばあいのいずれでも，市場価
値は，大量商品の個別的価値ではあるが，しかし「平均価値」ではない。した
がって，「食い違い」がみられうる。「平均規定（その2)」と「平均規定（その
3)」においては， 市場価値は， 「加重算術平均」 としての平均価値ではある
が，しかし大量商品の個別的価値ではない。これらのばあいにも，「食い巡い」
がみられうる。
ここで注意すべきことは，「最悪規定」，「妓良規定」，「平均規定（その2)」，
「平均規定（その3)」のいずれにおいても，大量商品の個別価値は，加重算術
平均としての平均価値に近似的である。これは，いずれかの諸条件で大量商品
が生産されているからである。したがって，いずれかの諸条件で大量商品が生
産されているということは，大量商品の個別的価値を平均価値に近似的にする
役割をはたしていることになる 6)。
ところで，マルクスは，「理論においては，資本主義的生産様式の諸法則は，
純粋に展開されるということが前提される。現実においては，つねにただ近似
のみが存在する」7)とのべている。これによれば，純粋に展開されているのは，
「中位規定（その 1)」と「平均規定」 においてだけであって， その他の諸規定
では，近似的に展開されているということになるであろう。
6)大内力教授は， ローゼンベルグが，「両者〔平均価値と大量商品の個別価値――—東井〕
が，近似的に， しかも量的に一致するといっているだけであって， くいちがいそのもの
をといたことにはならない」（大内，前掲書， 11ページ）ことを指摘されている。
7) K IlI200 : 184. 長谷部訳本⑧!52ページ。向坂訳本IlI216ページ。委員会訳本④221ペ
ジー。
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最後に問題とすべきは，いずれの生産諸条件で大量商品が生産されているか
ということは，市場価値の規定にかんしてはなんら関係がないということであ
る。これは，以下のマルクスの言葉であきらかになるであろう。
「ここで抽象的に述べられた，この市場価値の確定は，現実の市場では買い手のあいだ. . . . 
の競争によって媒介される。もっともそれは，需要が，ちょうど商品量をかように確定さ.................. 
れたその価値をもって吸収するだけの大きさであることを，前提してのことである」。「一
方の側に一生産部門全体の生産物が立ち，他方の側に社会的欲望が立つことになれば，こ.... 
の充たされるべき欲望の量が，一つの本質的な要素となる。いまや，この社会的欲望の程.. 
度，すなわち量を考察することが，必要である」。「これまでに与えられた市場価値にかん．．．．．．．．． 
する諸規定では……，この商品量にたいする需要もまた，普通のものであるならば，商品........ 
はその市場価値どおりに売られる。前に研究された三つのばあいのいずれが，この市場価
値を調節するにしても」8) (傍点は東井）。
ここに，「前に研究された三つのばあい」とは，「厳密にいえば」ではじまる
「平均規定（その 1)」と「平均規定（その2)」と「平均規定（その3)」との三
つであるであろう。というのは， 「この商品量にたいする需要もまた，普通の
ものである」という「普通の組合せ」のもとでは，市場価値は，平均価値に合
致していなければならないからである。
市場価値の諸規定にかんして，現実の需要が「普通の需要」に合致するかど
うか，または現実の供給が「普通の供給」に合致するかどうかが問題である。
つまり，「普通の組合せ」とは，需要が不変のもとで，生産された商品量が「普
通の供給量」に合致するか，または生産された商品量が再生産の普通の規模に
合致し，需要もまた「普通の需要」であるかするばあいのような供給の量と需
要の呈との一致のことである。このような「普通の組合せ」のもとでは諸商品
は，市場価値イコール平均価値（加重算術平均）どおりに，または平均価格で
必られる。表Iでは，「中位規定」，「平均規定（その 1)」,「平均規定（その2)」，
「平均規定（その 3)」が，上の例にあたる。
8) K ill210 : 194-5, 長谷部訳本⑧160ページ。向坂訳本ill228ページ。委員会訳本④233 
ページ。
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これに反して，「異常な諸組合せ」とは，その価格の如何を問わず「量目か個
数」で表示されているかぎりでは全商品量にたいする需要の量と供給の量とは
合致しているとはいえ， 「需要が普通の需要を越えるか，または，供給が普通
の供給以下に減少するかするばあい」における需給の結合を意味する。そし
て，「需要が普通の需要以下に下がるか， または， 供給が普通の供給以下に減
少するかするばあい」における需給の結合もまた，「異常な組合せ」である。
「異常な諸組合せ」のもとで規定された市場価値一「最悪規定」 と 「最良規
定」—ーは，平均価値から偏俺する。 しかし，いずれかの諸条件で大量商品が
生産されているなれば，この偏筒はより小さく，市場価値は，加重算術平均に
近似的である。このばあいには諸商品は，市場価値キ平均価値で売られうる。
IV 
マルクスは，＜三つのモデル＞を使用して，需要と供給との一致が意味する
ところのもの一一理解するうえに「本来的に困難」なそれー一ーを，および市場価値
の諸規定を，以下のごとくに，あきらかにしている。
(A) 需要と供給との一致の場合。R諸商品が平均価値または平均価格どおり
に売られるばあいには，需要と供給とは一致している。かかる需給の一致は，
需要と供給との「普通の組合せ」である。 このような一致のもとでは． 「中位
規定」または「平均規定」が可能となり，市場価値は，平均価値に合致する。⑥
どのような市場価値であるかを問わずーー市場価値イコール平均価値を除く―
諸商品がかかる市場価値で売られるばあいにも，需要と供給とは一致してい
る。しかし，かかる需給の一致が意味するところのものは．上述の需給の一致
(@のばあい）が意味するところのものとはことなっている。この需給の一致の
ばあいには，需要が普通の需要を越えているか，または，供給が普通の供給以
下に減少しているのである。あるいは，供給が普通の供給を越えているか，ま
たは需要が普通の需要以下に減少しているのである。すなわち，かかる需要と
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供給の一致は， 「異常な組合せ」とよばれうるものである。かかる需給一致の
もとでは， 「最悪規定」と「最良規定」が可能となる。かかる両規定のもとで
は，市場価値は平均価値から偏俺する。
(B) 需要と供給との不一致の場合。需要と供給との不一致のもとでは諸i場
価値—限界的市場価値をも含めて一—i からの諸市場価格の諸偏俺が生じうる。
商品量が， 「それにたいする需要よりも小さいか大きいかするならば， 市場価
値からの市楊価格の諸偏俺が生ずる」1)。需要と供給の不一致と， この結果か
ら生じうる諸市楊価格の諸市場価値からの諸偏俺の研究は， 「競争論」に属す
る。
1) K IlI211 : 195, 長谷部訳本⑧160ページ。向坂訳本皿229ページ。委員会咸本④233ペ
ジー。
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